
揖斐川町地域包括支援センター おしらせ
清水小学校で福祉授業を行いました

平成１８年７月４日（火）、地域包括支援センターの職員が、清水小学校の６年生の児童を対象に、福祉授業を行い

ました。揖斐川町の概況を説明した後、寸劇を踏まえ、揖斐川町にどのような福祉サービスがあったらよいかを考

えてもらいました。

児童に協力してもらい寸劇を行いました

どんなことにお

困りですか？体の不自由なお母さんの

ために何かいいサービス

はないかしら？

揖斐川町にどんなサー

ビスがあったら高齢者、

障害者の方も暮らしや

すいかな？

グループ討議では、児童ならではの意見がたくさんでました。

こんなサービスがあったらいいな…
・車椅子の人が住みやすいように、家を改装するとよいのでは？

・身の回りにお世話をしてくれる人がいると便利だな

・高齢になってもオシャレに気を遣って生活できるとよいと思う

・一人暮らしでもペットを飼うと寂しくないのでは？

・車椅子など、福祉用具を借りられるサービスがあると便利だと思う

・お手伝いロボットが開発されるといいな など

福祉についての授業を受けて…
授業後、児童から感想文が届きましたので、内容の一部を紹介します。
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�・これからは自分達でできることを考えやっていきたいと思います。

・福祉の仕事にもいろいろな種類があることがよくわかりました。

・どのようなことをすれば障害者やお年寄りに喜んでもらえるのかがよくわかりました。

・もっと福祉のことについて知りたいなぁと思いました。

清水小学校６年生の皆さん、先生方ありがとうございました。

地域包括支援センターでは、今後も児童に限らず、地域の皆さんを対象とした福祉啓発活動を積極的に行ってい

きたいと考えています。

【お問い合わせ先】

揖斐川町地域包括支援センター

住所：揖斐川町上南方１９３ 福祉総合支援センター１Ｆ（旧揖斐川幼稚園内）

ＴＥＬ：０５８５－２３－１３４１ ＦＡＸ：０５８５－２３－１９６７

グループでの話し合い
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